
 

 

 
 

 

 
北
千
里
駅
前
再
開
発 

123
メ
ー
ト
ル
の
ツ
イ
ン
タ
ワ
ー
が
？ 

北
千
里
駅
前
の
千
里
北
地
区
セ
ン
タ
ー
の
再
開
発
が
計
画
さ
れ
て
い

ま
す
。
北
千
里
デ
ィ
オ
ス
な
ど
の
商
業
施
設
や
旧
北
千
里
地
区
公
民

館
や
図
書
館
分
室
が
あ
っ
た
公
共
施
設
部
分
が
対
象
で
す
。
開
業
か

ら
す
で
に
50
年
以
上
が
経
過
し
施
設
の
老
朽
化
な
ど
再
開
発
が
課

題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
新
た
に
駅
前
広
場
、
商
業
・
公
益
棟
、
住

宅
・
商
業
棟
が
建
設
予
定
で
す
が
、
住
宅
・
商
業
棟
は
36
階
建
て
123

ｍ
の
ツ
イ
ン
タ
ワ
ー
の
マ
ン
シ
ョ
ン
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
事
業

費
は
総
額
572
億
円
、
う
ち
180
億
円
が
補
助
金
で
吹
田
市
の
負
担
分

は
90
億
円
で
す
。
２
０
２
６
年
か
ら
着
工
し
10
年
を
か
け
て
建
設

す
る
と
し
て
い
ま
す
。
周
辺
住
民
か
ら
は
大
き
く
景
観
が
変
わ
る
こ

の
計
画
に
戸
惑
い
の
声
も
上
が
っ
て
い
ま
す
。 

 

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度 

届
出
よ
り
も
中
止
を
求
め
る
運
動
を 

こ
れ
ま
で
建
設
業
や
製
造
業
な
ど
取
引
先
か
ら
登
録
予
定
の
有
無

を
問
合
せ
が
あ
っ
た
と
相
談
が
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、
先
日
は
不
動

産
賃
貸
業
の
会
員
か
ら
も
テ
ナ
ン
ト
か
ら
の
問
合
せ
、
ま
た
理
容
業

の
会
員
か
ら
も
数
名
の
お
客
さ
ん
か
ら
領
収
書
を
求
め
ら
れ
る
が
ど

う
す
れ
ば
よ
い
か
と
相
談
も
あ
り
ま
し
た
。 

 

10
月
1
日
か
ら
イ
ン
ボ
イ
ス
番
号
を
使
用
す
る
場
合
で
も
届
出

期
限
は
9
月
30
日
ま
で
実
質
的
に
延
長
さ
れ
ま
し
た
。 

慌
て
て
届
出
を
出
す
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
よ
り
も
制
度
の

仕
組
み
を
理
解
し
た
う
え
で
中
止
を
求
め
る
署
名
を
通
じ
て
世
論
を

広
げ
ま
し
ょ
う
。
も
う
一
度
3
月
下
旬
以
降
に
学
習
交
流
会
を
開
催

し
ま
す
。
1
月
に
参
加
で
き
な
か
っ
た
方
は
こ
ち
ら
に
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。
特
に
消
費
税
の
申
告
納
税
を
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
方
は

か
な
り
の
負
担
に
な
り
ま
す
。
よ
く
理
解
し
た
う
え
で
行
動
し
ま
し

ょ
う
。 

 集
団
申
告 

重
税
反
対
全
国
統
一
行
動
吹
田
集
会 

3
月
13
日
（
月
）
10
時
00
分 

内
本
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

今
年
の
集
会
は
短
時
間
で
集
会
を
開
催
し
、
商
店
街
を
一
周
す
る
行

進
を
行
う
予
定
で
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
吹
田
税
務
署
で
申

告
書
を
提
出
し
、
そ
の
場
で
申
告
書
控
え
に
受
付
印
を
押
印
し
て
受

け
取
り
ま
す
。
前
年
同
様
申
告
書
控
の
受
取
り
を
郵
送
で
の
返
送
で

も
良
い
方
は
、
①
申
告
書
が
入
る
大
き
な
封
筒 

②
切
手
（
所
得
税

の
控
の
み
な
ら
84
円
、
消
費
税
や
そ
の
他
届
出
を
含
む
場
合
は
94

円
）
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

 

伝
言
板 

無
料
法
律
相
談 

3
月
16
日
（
木
）
13
時
00
分 

民
商
会
館 

北
大
阪
総
合
法
律
事
務
所
に
よ
る
出
張
の
無
料
法
律
相
談
で
す
。

相
談
を
希
望
す
る
方
は
事
前
に
民
商
事
務
所
ま
で
予
約
の
連
絡
を
お

願
い
し
ま
す
。 

吹
田
市
に
国
民
健
康
保
険
料
の
引
下
げ
、
減
免
制
度
の

拡
充
な
ど
を
求
め
て
以
下
の
要
望
書
を
提
出
し
ま
す
。 

 

【
要
請
事
項
】 

(1)
 

コ
ロ
ナ
禍
と
物
価
高
騰
の
下
で
、
国
保
料
の
大
幅
連
続
値
上
げ
と
減
免
改

悪
を
も
た
ら
す
「
国
保
府
内
統
一
化
」
に
突
き
進
め
ば
、
被
保
険
者
の
生

活
、
健
康
が
脅
か
さ
れ
る
。
大
阪
府
に
「
国
保
府
内
統
一
化
」
は
中
止
す

る
よ
う
求
め
、
基
金
・
剰
余
金
、
法
定
外
繰
り
入
れ
な
ど
を
活
用
し
、
直

ち
に
国
保
料
を
協
会
け
ん
ぽ
並
み
に
引
き
下
げ
る
こ
と
。 

(2)
 

２
０
２
２
年
度
よ
り
実
施
さ
れ
て
い
る
未
就
学
児
の
均
等
割
軽
減
を
独

自
で
拡
充
し
、
18
歳
ま
で
対
象
と
す
る
こ
と
。 

(3)
 

国
民
健
康
保
険
、
介
護
１
号
被
保
険
者
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
（
以
下

国
保
、
介
護
、
後
期
）
の
コ
ロ
ナ
減
免
を
来
年
度
も
継
続
す
る
こ
と
。
コ

ロ
ナ
減
免
の
要
件
を
満
た
さ
な
い
場
合
は
、
所
得
減
少
減
免
等
の
減
免
制

度
を
積
極
的
に
適
用
す
る
こ
と
。
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
を
鑑
み
、
減
免
は
申

請
月
に
関
わ
ら
ず
、
年
度
当
初
ま
で
遡
っ
て
適
用
す
る
こ
と
。 

(4)
 

国
保
の
傷
病
手
当
金
を
被
用
者
だ
け
で
な
く
、
事
業
主
や
フ
リ
ー
ラ
ン
ス

を
含
め
全
て
の
国
保
加
入
者
を
支
給
対
象
と
す
る
こ
と
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ

感
染
症
以
外
の
ケ
ガ
や
病
気
も
対
象
と
し
た
上
、
恒
久
化
す
る
こ
と
。
出

産
手
当
金
を
創
設
す
る
こ
と
。 

(5)
 

保
険
料
滞
納
世
帯
へ
の
短
期
保
険
証
の
留
め
置
き
や
資
格
証
明
書
へ
の

変
更
に
よ
る
制
裁
を
行
わ
な
い
こ
と
。 

(6)
 

差
押
え
の
中
止
と
納
税
緩
和
措
置
の
活
用
に
つ
い
て 

・ 

多
く
の
市
民
の
生
活
が
困
窮
し
て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
、
差
押
え
は
行
わ

な
い
こ
と
。
特
に
持
続
化
給
付
金
や
コ
ロ
ナ
融
資
、
緊
急
小
口
な
ど
事
業

と
生
活
の
維
持
に
必
要
な
資
金
が
振
り
込
ま
れ
た
口
座
は
差
押
え
し
な

い
こ
と
（
２
０
２
０
年
4
月
2
日
付
国
税
庁
指
示
参
照)｡ 

・ 

滞
納
保
険
料
の
納
付
相
談
に
あ
た
っ
て
は
相
談
者
の
生
活
や
事
業
の
実

情
を
よ
く
聞
き
取
り
、
生
活
を
脅
か
す
よ
う
な
分
納
金
額
の
誓
約
を
一
方

的
に
迫
ら
な
い
こ
と
。
ま
た
担
保
の
提
供
を
強
要
し
な
い
こ
と
。 

・ 

滞
納
処
分
の
執
行
停
止
を
積
極
的
に
活
用
す
る
こ
と
。
生
活
保
護
以
外
の

生
活
困
窮
や
徴
収
事
務
提
要
（
国
税
局
・
平
成
25
年
4
月
1
日
付
）
に

定
め
ら
れ
て
い
る
い
わ
ゆ
る
「
細
々
停
止
」
な
ど
も
活
用
す
る
こ
と
。 

(7)
 

「
中
小
・
小
規
模
事
業
者
に
対
す
る
『
持
続
化
給
付
金
』
の
生
活
保
護
制

度
上
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
」（
２
０
２
０
年
5
月
7
日
付
厚
労
省
事

務
連
絡
）
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
国
保
料
の
算
定
に
あ
た
っ
て
は
国
や
自
治

体
か
ら
の
給
付
金
・
時
短
協
力
金
等
を
所
得
に
算
入
し
な
い
こ
と
。 

(8)
 

コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
な
ど 

・ 

希
望
者
全
員
が
無
料
で
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
検
査
体
制

を
継
続
す
る
こ
と
。 

・ 

急
性
期
病
床
を
は
じ
め
と
す
る
病
床
の
削
減
は
中
止
し
、
地
域
医
療
構
想

や
公
立
・
公
的
病
院
の
統
廃
合
計
画
は
中
止
・
撤
回
す
る
こ
と
。 

・ 

保
健
所
の
体
制
を
拡
充
し
、
機
能
強
化
を
図
る
こ
と
。 

(9)
 

以
下
、
国
に
求
め
る
こ
と 

・ 

公
費
1
兆
円
を
投
入
し
、
均
等
割
・
平
等
割
を
廃
止
す
る
こ
と
。
所
得

割
の
計
算
は
旧
但
し
書
き
方
式
か
ら
住
民
税
方
式
に
改
め
る
こ
と
。 

・ 

事
実
上
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
を
強
制
す
る
２
０
２
４
年
秋

の
健
康
保
険
証
廃
止
は
撤
回
す
る
こ
と
。 

・ 

社
会
保
障
大
改
悪
に
つ
な
が
る
大
軍
拡
を
直
ち
に
や
め
る
こ
と
。 

 


